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▲新体制で予防消防に努めます
（左から）五十嵐副団長、渡部副団長、
　　　　三瓶団長、鈴木副団長

退団された目黒前団長▶

▲町政報告会の様子

▲交流した子どもたちと消防団員の皆さん

▲隊を代表して辞令書を受け取る深津隊長

　

３
月
31
日
、
只
見
町
消
防
団
の
目
黒
邦

友
前
団
長
に
渡
部
町
長
か
ら
退
団
の
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
目
黒
氏
は
10
年
間
、

団
長
と
し
て
消
防
団
を
指
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
只
見
町
消
防
団
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
三
瓶
一
也
団
長
、

鈴
木
尚
副
団
長
、
渡
部
文
彦
副
団
長
、
五

十
嵐
敦
彦
副
団
長
の
４
人
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
発
足
に
あ
た
り
、
三
瓶
団
長
は

「
幹
部
一
人
一
人
の
個
性
を
活
か
し
、
よ
り

良
い
消
防
団
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

　

今
年
度
の
町
の
事
業
や
各
集
落
へ
の
協

力
事
項
な
ど
を
報
告
・
説
明
す
る
「
町
政

報
告
会
」
が
、
４
月
28
日
に
季
の
郷
湯
ら

里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
担
当
課
か
ら
各
区
長
に
、

県
知
事
選
挙
の
協
力
の
お
願
い
、
た
き
火

等
の
届
出
義
務
化
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
費
補
助
金
、八
十
里
越
街
道
の
開
通
、

認
定
こ
ど
も
園
バ
ス
活
用
時
の
安
全
確
保

の
お
願
い
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
と

小
学
校
統
合
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
等
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
町
政
執
行
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

只
見
町
消
防
団
と
南
会
津
地
方
広
域
消

防
署
只
見
出
張
所
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
４
月
15
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
分

団
の
ポ
ン
プ
積
載
車
な
ど
が
明
和
公
民
館

を
出
発
し
、
町
内
を
回
り
な
が
ら
、
無
線

で
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園
で
は
三
瓶
消
防

団
長
、
目
黒
婦
人
消
防
隊
長
ら
が
消
防
団

の
役
割
や
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
火
の
用
心
の
お
や
く
そ
く
」
を
発

表
し
、
消
防
団
員
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
令
和
８
年
度
只
見
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
及
び
只
見
町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲

隊
編
成
式
」
が
４
月
13
日
に
朝
日
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
只
見
地
区
16
人
、
朝
日
地
区

９
人
、
明
和
地
区
18
人
の
計
43
人
が
実
施

隊
員
・
捕
獲
隊
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
は
「
全
国
的
に
も
ク
マ
の
出

没
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
隊
の
皆
さ
ま

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
対
策
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ま
の
お
力
な
し
に

被
害
対
策
は
で
き
な
い
。
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

�/�&�8�4 �� �'�-�"�4�)

さ
れ
ま
し
た
。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

只見での新生活が始まる「山村教育留学生対面式」開催

待ち遠しい春が来た！　只見線全線再開通でお出迎え

沿線を走って、つないで
「只見線リレーマラソン」開催

　JR只見線から会津若松駅までの２８駅
２７区間をタスキで繋ぐリレー形式のマラ
ソンイベント「只見線リレーマラソン」が
４月４日に行われました。走ることで沿線
の魅力を再発見し、「マイレール意識」を高
め、只見線を応援しようと開催されていま
す。３回目の今回は只見町や金山町の有志
のほか、柳津町や会津美里町などからもラ
ンナーが参加し、36人がタスキをつなぎ
ました。事務局の目黒英樹さんは「沿線や
駅で応援してくれた皆さんに感謝。第10
回まで走り続けたい」と話しました。

　「只見町山村教育留学生第25期生対面式」
が４月９日に只見公民館で開催されました。
県内外から９人の山村教育留学生が只見町で
の新生活をスタートしました。
　対面式では、渡部町長と佐藤町議会議長か
らお祝いの言葉が送られた後、山村教育留学
生一人一人から将来の夢や只見高校での３年
間でやりたいこと、目標に向かって努力する
決意などが発表されました。奥会津学習セン
ターのスタッフは「つらいことや困ったこと
はぜひ町内の話せる人に相談してほしい」と
山村教育留学生にメッセージを送りました。

　雪の影響で一部区間で運転を見合わせ
ていたJR只見線が、４月７日に全線で
の運転を再開しました。当日はJR只見
駅に只見小の児童や教職員、只見町イン
フォメーションセンターの職員らが集ま
り、乗客を出迎えました。只見駅前では
甘酒が振る舞われ、一時下車した乗客が
味わっていました。
　町外から訪れた乗客は「只見町は何度
も来ている町。また只見線に乗って、町
内での食事、登山や景色を楽しみたい」
と話しました。

▲会津若松駅にゴールしたランナーとスタッフの皆さん

▲新生活を迎える山村教育留学生９人

▲只見線に手を振る只見小の児童と教職員の皆さん
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

地球の課題を只見で考える
只見町×地球元気村 特別フォーラム開催

皇子・以
もち

仁
ひと

王
おう

の足取りを辿る「歴史講演会」開催

朝日地区をきれいにしよう！「ちょボラごみ拾い」実施
　「ちょボラごみ拾い」（朝日地区地域づくり委員
会主催）が４月１８日に行われました。昨年度か
ら朝日小学校の学校行事として開催され、朝日小
学校児童や地域住民ら約１５０人が参加しました。
　ちょボラごみ拾いは地域住民が環境美化に取り
組むとともに、ごみ問題や環境問題への意識の高
揚を図ることを目的に、子どもから大人まで一堂
に会する『ちょっとしたボランティア活動』とし
て開催されています。参加者は地区内の国道や県
道などで丹念にごみ拾いを行いました。

　特別フォーラム「世界が憧れる只見をつ・く・
る？！」（只見地球元気村実行委員会主催）が４月
１８日、只見公民館で開催されました。町観光大
使である冒険家・風間深志氏が代表を務めるＮＰ
Ｏ法人「地球元気村」と町は、令和８年にさまざ
まな協働プロジェクトを展開していきます。今回
の催しはその第１弾となります。
　基調講演では、東北大学の石田秀輝名誉教授が
環境負担の少ない生活様式への転換を説きました。
対話では渡部町長と町民代表の平山真恵美氏が、
町での暮らしや自然を語り、意見交換を行いまし
た。最後に、風間氏のふるさと、山梨県の郷土料
理「ほうとう」が参加者に振る舞われました。

　歴史講演会「皇子・以仁王、八十里を越えて―
歴史に消された真実」（会津只見史談会主催）が
４月１８日に朝日公民館で開催されました。町内
外から７５名が来場しました。
　講師の山崎玲

あきら

氏は、平安時代の皇子・高倉宮以
仁王について、平家との争いのなか、京を脱出し
て会津に逃れたとの説を研究しています。講演で
は、以仁王が長浜や楢戸、叶津や八十里を訪れた
ときの話を説明されました。山崎氏は「只見の人
にこそ以仁王を知ってほしい、愛してほしい」と
締めくくりました。

▲ごみ拾いに集まった地域住民の皆さん

▲対話する（左から）風間氏、平山氏、石田氏、渡部町長

▲来場者は山崎氏（写真左）の説明に、熱心に耳を傾けました。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

大人から子どもまで、みんなで大盛り上がり！
「大倉　桜まつり」が初開催

百
ひゃく

味
み

箪
だん

笥
す

から紐解く、漢方医療の歴史
「『芍薬の里・只見』一般公開セミナー2026」開催

地域探究の活動成果を発表
只見高校「総合的な探究の時間 最終報告会」開催

　只見高校生による「総合的な探究の時間 最終報
告会」が４月２５日、只見高校で開催されました。
３学年２６名が６班に分かれ、町内における「森林・
自然」「食・農業」「観光・暮らし」をテーマに、活
動の成果を発表しました。
　各班は、自然環境の魅力発信や子ども向けの体験
企画、地域の方々と協力して開発した商品などの取
り組みを、１・２年生や地域の方の前で発表しまし
た。発表後は会場から質問や感想があげられ、地域
の方からは「先輩たちの活動を引き継ぎ、年々クオ
リティが上がっている」と評価する声もありました。

　「大倉　桜まつり」（大倉区主催）が４月２６日、大倉地区で開催されました。

　「『芍薬の里・只見町』一般公開セミナー　生薬と花の町へ
（その２）－河井継之助記念館所蔵　百味箪笥が伝える漢方の
世界－」（有限責任事業組合クラウドゥ只見主催）が４月２５
日、只見公民館で開催されました。
　講演では、薬草や漢方の効能、組合の活動について説明さ
れました。また、昨年行われた河井継之助記念館所蔵の百味
箪笥に関する調査についても解説されました。調査によると、
塩沢村医・矢沢家で処方されていた漢方は、現代と同等の種
類が整理・保存されており、専門家らは当時の医療文化を知
ることができる資料だとの見解を示しました。参加者は町に
伝わる生薬や漢方の歴史について理解を深めていました。

▲成果をスライドにまとめて発表しました

▲歌や踊りを特設ステージの上で披露しました ▲暗くなってからは花火を
　楽しみました

▲資料の持つ価値について、調査した専門家らが考
えを述べました

地区の活性化や町の発展に希望
を持っていけるよう、今年初め
て企画されました。
　地区内外から３０名以上の、
のど自慢が集まり歌声を響かせ
ました。大倉サロンと子どもた
ちによる踊りも披露され、観客
から拍手が送られました。また、
夜には色鮮やかな花火が打ち上
げられ、夜空を彩りました。
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ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
第４回テーマ展「童話作家 山

やまのうち

内秋
あき

生
お

・戦争遺品からみる大正・昭和のただみ」
会期：2026年3月24日（火）～2026年6月21日（日）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

入館無料

ただみ・モノとくらしのミュージアム 第4回テーマ展 開催中!
　ただみ・モノとくらしのミュージアムでは、第４回テーマ展「童話作家 山

やまのうち

内秋
あき

生
お

 ・戦争遺品からみる大正・
昭和のただみ」を開催しています。当館では、2025年に、「戦後80年 遺

のこ

された〈モノ〉が語る戦争と只見」
と、「児童文学者 山内秋生の業績と作品―没後60年（生誕135年）只見町二軒在家出身の作家―」のふたつ
の特集展示を開催しました。今回のテーマ展は、それらの特集展示の拡大版として開催するものです。

童話作家 山内秋生
　大正期（1912～1926）の文化は大正ロマンと呼ばれ、新しい時代の理想を求める表現が生み出されま
した。山内秋生（明治23・1890～昭和40・1965）は、只見町二

に

軒
けん

在
ざい

家
け

の九
く ぐ り ゅ う

々生に生まれた児童文学
作家です。少年雑誌を愛読し、15歳で上京して、日本児童文学の先駆者である巌

いわ

谷
や

小
さざ

波
なみ

に師事しました。夢や
憧
あこが

れを故郷只見で育
はぐく

んだ山内秋生は、童話を発表していきました。大正・昭和期に創作した童話は約150話、
童話・実用書等の著書は14冊あります。児童文学を日本文学史に位置付けた研究業績があります。昭和40年

（1965）11月8日、只見町大倉の比
ひ

良
ら

林
ばやし

公園に山内秋生の短詩「故
ふる

郷
さと

よ　山川よ　つばめ　来るころよ」
の文学碑が建ちました。その祝賀会の後の夜中、秋生は故郷で亡くなりました。2025年は没後60年、生誕
135年でした。それを回顧して、秋生の作品を掲載した雑誌、童話集・実用書の著書を展示しています。

戦争遺品
　昭和戦前期（1926～1945）の1927年に、〈青い目の人形〉がアメリカから来日して、両国民の対立
を和らげようとしました。只見小学校ではその人形を保管してきました。しかし、日本は中国との全面戦争、米・
英等連合軍との〈アジア太平洋戦争〉を起こし、15年間の戦争に敗戦しました。昭和20年（1945）に戦
争が終結し、2025年は戦後80年でした。只見町が収集してきた民具や文書には、戦争に関する〈実物＝モ
ノ〉が含まれています。遺された戦争に関する〈実

モ

物
ノ

〉を展示しています。過去から伝わる〈実
モ

物
ノ

〉は、現在の
私たちに語りかけています。〈実

モ

物
ノ

〉が語る〈声〉を聞き、戦争について考えていきます。〈実
モ

物
ノ

〉を読みとり、〈語
り〉＝情報・事実を聞き、受けとり、未来に伝えていきます。本や映像で見た戦争を、博物館では〈実

モ

物
ノ

〉によ
って伝えていきます。本展では、1 軍装　2 出征　3戦死　4 戦時生活　5 空襲　のまとまりで展示しています。

▲童話作家 山内秋生 展示風景
上は山内秋生年表、下は著書。

▲戦争遺品 展示風景
左は軍装再現、右は戦時中の世界地図。

▲「秋生作品を読もう」コーナー
秋生の作品や、同時代の童話作家の作品を読むことが
できます。

▲青い目の人形
製造：ホースマン社（アメリカ）　銘：ELH©
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ー
タ
ー
に
駆
け
寄
り
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
に
す
る
孫
の
食
べ
し
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

�

渡
部
ヨ
リ
子

朝
食
に
卵
を
割
れ
ば
黄
身
二ふ

た

つ
い
い
こ
と
あ
る
か
と
メ
ー
ル
届
き
ぬ

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
四
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
四
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

○
看
護
師　
　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
大
学
卒
程
度
】

○
土
木
・
建
築

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

無
資
格
も
し
く
は
未
経
験
の
方
は
、

採
用
後
、一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市

町
村
支
援
機
構
に
お
い
て
、
数
年
間

専
門
的
な
技
術
の
習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支

え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
、
受
験
資
格

⑴　

令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
、
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
保
健
師（
保
健
婦
）の
免

許
を
有
す
る
者
、
又
は
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

○
看
護
師

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
看
護
師（
看
護
婦
）の
免

許
を
有
す
る
者
、
又
は
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

○
土
木
・
建
築

　

教
養
試
験（
大
学
卒
程
度
）・
専
門

試
験
及
び
事
務
適
性
検
査
・
性
格
特

性
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

○
保
健
師
・
看
護
師

　

職
務
能
力
試
験
及
び
職
務
適
応
性

検
査

【
第
二
次
試
験
】

　

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験
（
第

一
次
試
験
合
格
者
）

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

▽
日
時

　

令
和
８
年
７
月
12
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～

※
試
験
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
は
異

な
り
ま
す
。

▽
会
場

福
島
大
学

�

（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号

を
掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
す
る

者
を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効
期

間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

　

総
務
企
画
課
及
び
朝
日
・
明
和
公

民
館
で
交
付
し
ま
す
（
郵
送
に
よ
る

場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
形
２
号
を
添

付
す
る
こ
と
）。

▽
申
込
の
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

総
務
企
画
課
に
持
参
又
は
郵
送
に
よ

り
提
出
く
だ
さ
い
（
い
ず
れ
の
場
合

も
１
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛

の
返
信
封
筒
長
形
３
号
を
添
付
す
る

こ
と
）。

▽
受
付
期
間

　

令
和
８
年
５
月
13
日
か
ら
６
月
12

日
ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
６

月
10
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
お
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
企
画
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
、

及
び
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
高
校
、

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

⑵　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

二
、
受
験
申
込
受
付
期
間

令
和
８
年
６
月
12
日（
金
）か
ら

　
　
　
　

６
月
24
日（
水
）ま
で

三
、
受
験
申
込
受
付
期
間

　

受
験
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
と
す
る
。

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ（https://w

w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
l

）

四
、
第
一
次
試
験
日

　

令
和
８
年
９
月
６
日（
日
）

●
お
問
合
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
０
２
２
－
２
６
３
－
１
１
１
１

�

内
線
３
２
３
６

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
－
２
２
１
－
２
０
２
２

試
　
験

令
和
９
年
度
只
見
町
職
員（
大

学
卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）採

用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す

令
和
９
年
度 

国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
」（
高
校
卒
業
程
度
）

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
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毎
年
５
月
31
日
は
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
あ

り
、
日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
、
が
ん
を
は
じ
め
、
脳
卒
中
や

虚
血
性
心
疾
患
、慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
）や
結
核
、糖
尿
病
、歯
周
病
な
ど
、

多
く
の
病
気
と
関
係
し
て
お
り
、
予
防
で

き
る
最
大
の
死
亡
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

周
囲
の
人
へ
の
健
康
影
響
も
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進
法
の
改
正
（
令

和
２
年
４
月
）
に
よ
り
、
た
ば
こ
の
煙
と

周
囲
へ
の
配
慮
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル

へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
県
で

は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
「
ふ
く
し
ま

受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を
施
行
し
、
受
動

喫
煙
防
止
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
自
分
の
健
康

５
月
31
日
は

�

世
界
禁
煙
デ
ー

行
政
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
国
の
行
政
全
般
に
関
す
る
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政

機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

・
役
所
に
申
請
し
た
が
、手
続
き
が
進
ま
な
い

・
道
路
・
公
共
施
設
が
壊
れ
て
い
て
危
な
い

・
道
路
・
公
共
施
設
を
使
い
や
す
く
し
て
ほ

し
い

・
手
続
き
や
窓
口
を
教
え
て
も
ら
っ
て
解
決

・
役
所
に
調
整
し
て
も
ら
っ
て
解
決

・
壊
れ
て
い
た
箇
所
が
修
理
さ
れ
て
解
決

・
道
路
案
内
標
識
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て

解
決

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
只
見
町
担
当
行
政
相
談
委
員

　

目
黒
真
弓
さ
ん（
小
川
）

　

☎
84
－
２
７
０
８

こ
ん
な
時
は
行
政
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

や
大
切
な
家
族
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
方

の
た
め
、
禁
煙
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
！

●
お
問
合
せ
先

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
総
務
企
画
課

　

☎
０
２
４
１
－
63
－
０
３
０
２

◉小谷野推進協議会長ら来庁
　「Fukurumカード申込式」が４月２２日に役場町下
庁舎で行われました。Fukurumカード推進協議会の
小谷野繁樹会長（福島県県産品振興戦略課長）らが来
庁し、町はFukurumカードの申し込みを行いました。
　小谷野会長は「県内外の方にカードをご利用いただ
き、令和６年度は約２６７万円が基金へ拠出された。
新たに申し込みいただいたことに感謝したい」とあい
さつしました。また、渡部町長は「Fukurumカード
の利用を通じて、県内の学生が行う取り組みに町とし
て協力したい」と話しました。▲来庁した小谷野会長（左）

◉Fukurumカードとは
　Fukurumカードはクレジット機能付きの会員カードです。東日本大震災の発生以降、福島県の復旧・復
興に向け、県内外から支援してくださる気持ちと支援に対する感謝の気持ちを結び付けるため、福島県が
平成２４年１２月に（公財）福島県観光物産交流協会及び（株）日専連ライフサービスと連携し、Fukurum
カードを発行しました。
　Fukurumカードで決済すると、利用額の０．６％が「ふくしまの未来を創るFukurum基金」へ拠出さ
れます。この基金は、福島県の復興や県産品の風評払拭に向け、県内の高等学以上の学校や学生が取り
組む県産品の商品開発や販売活動への支援に役立てられています。

只見町が F
フ　ク　ラ　ム

ukurumカードに申し込みました!
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
２３
日（
土
）「
民
話
茶
屋
」

　
只
見
町
昔
ば
な
し
の
会
に
よ
る
昔
ば
な
し
語
り
と
、
茶
道

石
州
流
喜
楽
会
に
よ
る
抹
茶
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
７
５
）

６
月
７
日（
日
）
蒲
生
岳
山
開
き

　
只
見
４
名
山
の
１
つ
蒲
生
岳
の
山
開
き
で
す
。
標
高
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
も
の
の
、
急
坂
や
岩
場
が
あ
り
、
中
級

～
上
級
者
も
楽
し
め
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
３０
分
～

【
場
所
】
蒲
生
集
会
施
設
「
雪
の
里
」
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
５
０
）

６
月
１４
日（
日
）
会
津
朝
日
岳
山
開
き

　
標
高
１
６
２
４
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
か
ら
望
む
景
色
が
絶
景
。

山
開
き
前
後
は
山
頂
付
近
に
雪
渓
が
あ
り
、
ア
イ
ゼ
ン
や
ピ

ッ
ケ
ル
な
ど
が
必
要
で
す
。
雪
が
消
え
る
と
険
し
い
岩
場
が

露
出
し
ま
す
。
上
級
者
向
け
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～　
【
場
所
】
赤
倉
沢
登
山
口

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
５
０
）

６
月
２８
日（
日
）
浅
草
岳
山
開
き

　
標
高
１
５
８
５
メ
ー
ト
ル
。
福
島
県
と
新
潟
県
の
県
境
に

立
つ
山
。
様
々
な
植
生
の
観
察
を
楽
し
み
な
が
ら
登
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
足
場
が
悪
く
滑
り
や
す

い
箇
所
も
あ
る
た
め
、
上
級
者
向
け
で
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～　
【
場
所
】
只
見
沢
登
山
口

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
５
０
）

　
60
年
以
上
に
わ
た
り
、
手
造
り
に
こ
だ

わ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
商
品
を
販

売
し
て
い
る
ヤ
マ
サ
商
店
。
代
表
の
佐
藤

弘
さ
ん
に
お
店
の
歴
史
や
商
品
づ
く
り
に

か
け
る
熱
意
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

─
お
店
の
始
ま
り
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
昭
和
39
年
に
父
・
実
が
ヤ
マ
サ
（
人
に

サ
）
缶
詰
工
場
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
の
缶

詰
屋
さ
ん
と
し
て
、
山
で
採
っ
て
き
た
ナ

メ
コ
な
ど
を
加
工
・
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

ヤ
マ
サ
商
店　
代
表　

佐
藤
弘

　

私
が
２
代
目
と
し
て
継
ぎ
ま
し
た
が
、

ナ
メ
コ
は
年
中
採
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
冬
は
仕
事
に
な
ら
な
い
の
で
、
缶
詰

め
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
菓
子
や
総

菜
、
ビ
ン
詰
め
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
製
造

許
可
を
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
手
打

ち
そ
ば
屋
も
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
６
名

の
従
業
員
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
３
代
目
の
翔
太
が
い
る
の
で
、

代
が
続
い
て
い
く
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
」

─
ど
ん
な
思
い
で
商
品
を

作
っ
て
い
ま
す
か
？

「
で
き
る
だ
け
添
加
物
を
入
れ
な
い
食
品

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

〝
自
分
が
食
べ
た
い
、
旨
い
も
の
〟
を
作
り

た
い
で
す
ね
。

　

う
ち
は
す
べ
て
手
作
り
で
、
自
社
の
工

場
で
イ
チ
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
作

っ
て
売
っ
て
い
る
商
品
は
20
ア
イ
テ
ム
以

上
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
自
分

た
ち
の
手
で
作
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
だ

わ
り
で
す
ね
」

─
新
し
い
商
品
は
ど
の
よ
う
に

作
っ
て
い
ま
す
か
？

「
新
商
品
は
、
私
と
翔
太
で
話
し
合
っ
て

考
え
て
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

『
こ
れ
は
自
信
が
あ
る
ぞ
！
』
と
満
を
持

し
て
販
売
し
て
み
た
ら
、
案
外
売
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
思
わ
ぬ
商
品

５
月
下
旬
～
６
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

が
お
客
さ
ん
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
面
白
い
で
す
。

　

全
部
手
造
り
な
の
で
、
ま
ず
は
ど
の
よ

う
に
し
て
作
る
か
。
そ
れ
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
し
て
売
る
か
。
そ
し
て
、
お
客
さ
ん

が
ど
う
い
う
反
応
を
す
る
か
。
こ
う
し
て

考
え
る
の
が
、
こ
の
仕
事
の
一
番
の
楽
し

み
で
す
ね
」

─
お
す
す
め
の
商
品
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
ゆ
べ
し
は
、
く
る
み

や
じ
ゅ
う
ね
ん
な
ど
、
お
好
き
な
味
を
選

べ
ま
す
。
ひ
と
く
ち
ゆ
べ
し
も
作
っ
て
い

て
、
個
包
装
な
の
で
食
べ
や
す
く
持
ち
歩

き
や
す
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
開
発
で
ブ
ナ

林
の
恵
み
飴
と
恵
み
茶
も
作
り
ま
し
た
。

樹
木
の
葉
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
、
や
さ
し
い

味
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
最
近
発
売
し
た
山
菜
バ
タ
ー
。

○
ヤ
マ
サ
商
店

住
所
：
只
見
町
叶
津
字
入
中
島
１
６
０
―

10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
―

82
―

３
４
０
１

手
造
り
の
商
品
は
町
内
外
の
お
店
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
！

只
見
で
採
れ
た
山
う

ど
と
ふ
き
の
と
う
を

練
り
込
ん
で
い
ま
す
。

３
代
目
が
思
考
に
思

考
を
重
ね
て
作
り
上

げ
た
の
で
、
ぜ
ひ
多

く
の
人
に
召
し
上
が

っ
て
ほ
し
い
で
す
」
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
４
月
よ
り
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た

滝
沢
で
す
。
前
任
か
ら
引
き
継
ぎ
、
広

報
た
だ
み
を
作
っ
て
い
く
重
責
を
感
じ

て
い
る
日
々
で
す
。
よ
り
良
い
広
報
紙

に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
今
月
は
た
く
さ
ん
の
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
取
材
し
な
が
ら
只

見
町
の
こ
と
を
学
ん
だ
り
考
え
た
り
し

ま
し
た
。
町
の
歴
史
や
町
民
の
み
な
さ

ま
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
な
ど
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
只
見
町
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
広
報
で
伝
え
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
町

内
各
地
に
取
材
で
お
邪
魔
い
た
し
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
滝
沢
）

（3月26日～4月25日届出分）敬称略

転入　１８　転出　５２　出生　１　死亡　７

令和８年４月１日現在
人　　口　３，３６４（－４０）
　 男 　　１，６８２（－２１）
　 女 　　１，６８２（－１９）
世 帯 数　１，４３３（－２８）
高齢化率　　　　　４８．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★見えない死神

★がっこうだってどきどきしてる
� 【著】アダム・レックス（WAVE出版）

�【著】東えりか（集英社）
　ある休日、夫が原因不明
の激しい腹痛に襲われた。
病院でどれだけ検査を行っ
ても原因は特定できず、た
だ時間ばかりが過ぎ、彼は
どんどん衰弱していく。入
院から３ヶ月後、ようやく
告げられたのは「原発不明
がん」の可能性、そして夫

　学校はドキドキしていま
した。なにしろ、ついこの
あいだできあがったばかり
でしたし、だれかの家にな
るのだと思っていたら、な
んと学校として、たくさん
の子どもを受け入れなくち
ゃいけないというのですか
ら。はじめてのクラス、は

の余命はあと数週間ではないか、という非情な
事実だった。この「原発不明がん」とは、いか
なる病気なのか？治療の断念、退院と緩和ケア
の開始、自宅での看取り。発症から夫が亡くな
るまでの約１６０日間を克明に綴るとともに、
医療関係者への取材も行い、治療の最前線に迫
ったノンフィクション。

じめての学校、みんなドキドキするものだけど、
学校だってドキドキしてるって知ってた？
　学校がちょっぴり怖い子、苦手な子、いやだ
なあと思う子たちへ！こんな学校だったら、ち
ょっと面白いんじゃない？

■お誕生おめでとうございます
中
なか

野
の

　峰
みね

（女／陽介・智子）	 只　見

■ご結婚おめでとうございます
坂田　 酒井　智也 ♡ 三瓶　綾子　 福井

■おくやみ申し上げます
飯　塚　成　子　　71歳　　大　倉
佐　藤　陽　子　　98歳　　二軒在家
菅　家　芳　雄　　86歳　　十　島

明和公民館

図書紹介
明和公民館図書室

☎86－2111

☆明和公民館ではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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伊南川の自然を守れ！
外来植物ハリエンジュの繁茂を防ぐ
河川管理のあり方

伊南川の水辺林に入り込んだハリエンジュ
（中央の白い花を咲かせている木）

伊南川では５月下旬から
６月上旬に花を咲かせる

　伊南川には、貴重な木「ユビソヤナギ」が、日本一の数で育っています。しかし近年、北米原
産の外来植物「ハリエンジュ（ニセアカシア）」が川岸に広がり、ヤナギの森を脅かしています。
　新潟大学と只見町ブナセンターはこの問題に注目し、ハリエンジュがどこで増えやすいの
かを伊南川全体で調査しました。上流（檜枝岐村）から下流（只見町）にかけて川の形や洪水後
の地形を記録し、ハリエンジュの分布と照らし合わせた結果、興味深いことがわかりました。
　ハリエンジュは川幅がせまく、洪水のあとに砂や石がたまりやすい上流から中流（檜枝岐村
や南会津町）に多く、川幅の広い下流（只見町）では少ない傾向にありました。下流では洪水の
たびに水に長くつかるため、過湿な環境に弱いハリエンジュは育ちにくいと推察されました。
　この発見は、自然な洪水がハリエンジュの広がりを抑える力がある可能性を示しています。
河川管理や自然保護の計画を立てるうえで、川幅を広く保ち、水が河川敷で自然にあふれる
環境を維持することが大切と考えられます。
　なお、この研究の詳細は、以下の論文に掲載されています。

只見町ブナセンターからのお知らせ
企画展「アリからクマまで－タネをまく動物」
期間：４月４日（土）～１１月30日（月）　　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
内容：自ら動くことができない植物は、動物の力を借りてタネを遠くに移動させ、子孫を残してき

ました。本企画展では、その仕組みなどについて、全国の研究者が解説します。また、大人
から子供まで楽しく理解できるよう工夫をしましたので、ぜひ見学にお越しください。

上村こころ・中野陽介・崎尾均（2025）福島県伊南川本流における
ハリエンジュの分布と河川環境. 植生学会誌42（2）: 91−98. 
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